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写真２ 農薬ラベル
容器に巻き付けたもの

写真1　農薬ラベル
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農薬選びのポイントと散布時の注意点

１．農薬の種類は？
　　農薬には病気の防除に使用する殺菌剤、害虫の防除に
　使用する殺虫剤、雑草を枯らす除草剤などがあります。購
　入する際、必ず「何を防除するか」その対象をふまえて農薬
　を選びましょう。なお、スプレータイプの商品には殺菌剤
　と殺虫剤が混合されているものがあります。
２．病害虫名は何ですか？
　　「ホウレンソウにアブラムシがついている」など病害虫の
　名前がわかれば、農薬のラベルをみてください（写真１）。
　農薬ラベルは農薬の容器や袋の裏に記載されていますが、
　容器に巻き付けたもの（写真２）や箱の中に説明書として入っている
　ものもあります。作物名（①）と適用病害虫名（②）の項目があります。作物名が書いてあれば、使用可能な
　農薬です。農薬は登録制度に基づいて販売しています。作物名が書いていない農薬は使用できませんし、
　適用病害虫名がなければ、効果が期待できません。適用病害虫名がわからない場合は書籍やインターネッ
　トなどで調べてみてください。もちろん、営農支援センターでの相談も受け付けています。
３．農薬ラベルを読み解く
　　ラベルには作物名や適用病害虫名のほか、希釈倍数（③）や使用時期（④）、総使用回数・本剤（⑤）など
　が書かれています（写真１）。希釈倍数1000倍は１mℓまたは１ｇの農薬を1ℓの水で希釈したものです。使
　用時期は収穫前日数のことで散布可能な収穫までの日数を示しています。なお、
　使用時期の「前日」とは24時間前のことです。総使用回数・本剤はこの農薬の
　散布できる上限の回数（２回なら２回まで使用可能）をあらわしています。
４．栽培面積に見合った農薬を選びましょう
　　農薬には使用期限があり、使い切ることが大切です。余った農薬を家庭ごみ
　で出すことはできません。自分の栽培する面積に合わせ、適切な容量のものを
　選びましょう。プランターや庭、狭い面積で栽培している方は、スプレータイプ
　や分包タイプの農薬がおすすめです。
５．農薬散布時の注意点
　(1)必ず農薬ラベルの記載事項を守って、散布を行ってください。
　(2)散布は日中を避け、朝夕の涼しい時間帯で、風のない日に行いましょう。
　(3)雨が降った後や雨が降る前の農薬散布は効果が低下するおそれがあるので、
　　 避けましょう。
　(4)葉裏に十分にかかるように散布してください。まわりの作物へのドリフト（農薬がかかってしまうこと）  
　　 に注意しましょう。
　(5)散布時は手袋やマスクなどを着用して、体に農薬がかからないようにしてください。散布をしたあとは、 
　　 防除器具を洗うとともに、手足、顔などをせっけんでよく洗い、うがいを行いましょう。

　農薬を購入する時や散布する時、どうしたらいいだろうかと迷うことはありませんか。今
回は、農薬選びのポイントと使う際の注意点を紹介します。
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熱中症による死亡事故者数

※農林水産省「農作業死亡事故調査」（令和８年２月26日発表）より

【結果】①測定開始時（13時40分頃） ※▼：Ａ氏（黒系）とＢ氏（白系）の温度差

②測定開始から15分後（13時55分頃）

いずれの被服も白系が黒系より温度が約４～１３℃低くなることがわかりました。

帽子（℃）
Ａ氏(黒系)

B氏(白系)

３４．４
３２．8

（▼1.6℃）

４０．９
３２．５

（▼８．４℃）

４２．８
３８．１

（▼４．７℃）

４７．０
３９．４

（▼７．６℃）

シャツ（℃） ズボン（℃） 足袋（℃）

（白系）　　（黒系）

　近年、農作業中の熱中症等に
よる死亡者数が増加しています。
また、令和６年の５月～９月は
熱中症以外にも高所からの転落
や草刈り作業中等の事故が増加
しており、夏場の高温による疲
れなどが、事故発生の一因とも
言われています。
※右図参照

●令和７年６月より、労働者を雇用する全ての事業者（農業者を含む）に対して、労働者への熱中症
　対策が義務化されています。
☞雇用する事業者は、「早期発見のための体制整備」、「重篤化を防止するための実施手順の作成」を行い、
　その内容を関係作業者に周知する必要があります。
　※労働者を雇用していない農業者でも、家族内従事者等に対する周知に努めてください。
●農作業中は、「２人以上で声を掛け合う」、「時間を決めて休憩と水分補給をする、喉が渇いていなくて
　も水分を取る」等の熱中症予防を徹底してください。また、一人で出掛ける時は、家族に行先を伝えて
　おくことも重要です。これらのことが「東京農業の働き方ガイドライン」にも掲載されています。

非接触で温度測定できるサーモグラフィーカメラを活用して、
帽子、シャツ、ズボン、足袋について、色の違いによる温度調査を行いました。
【調査概要】
　実 施 日：令和７年７月 31日（晴天）13時 40分頃より測定開始
　気　　温：３５．８℃　※温度記録計により表面温度を測定
　着用被服：Ａ氏‥黒色系帽子、黒色系シャツ、灰色系ズボン、黒色系足袋
　　　　　  Ｂ氏…銀色系帽子「涼かちゃん」、白色系シャツ、白色系ズボン、
                          白色系足袋

被服の色の違いによる温度比較結果

５月～９月の熱中症以外の
死亡事故者数

帽子（℃）
Ａ氏(黒系)

B氏(白系)

４７．０
３４．６

（▼１２．４℃）

４１．９
３４．２

（▼７．７℃）

４３．４
３９．６

（▼３．８℃）

５３．６
４０．２

（▼１３．４℃）

シャツ（℃） ズボン（℃） 足袋（℃）
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　と殺虫剤が混合されているものがあります。
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　　「ホウレンソウにアブラムシがついている」など病害虫の
　名前がわかれば、農薬のラベルをみてください（写真１）。
　農薬ラベルは農薬の容器や袋の裏に記載されていますが、
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　適用病害虫名がなければ、効果が期待できません。適用病害虫名がわからない場合は書籍やインターネッ
　トなどで調べてみてください。もちろん、営農支援センターでの相談も受け付けています。
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　　ラベルには作物名や適用病害虫名のほか、希釈倍数（③）や使用時期（④）、総使用回数・本剤（⑤）など
　が書かれています（写真１）。希釈倍数1000倍は１mℓまたは１ｇの農薬を1ℓの水で希釈したものです。使
　用時期は収穫前日数のことで散布可能な収穫までの日数を示しています。なお、
　使用時期の「前日」とは24時間前のことです。総使用回数・本剤はこの農薬の
　散布できる上限の回数（２回なら２回まで使用可能）をあらわしています。
４．栽培面積に見合った農薬を選びましょう
　　農薬には使用期限があり、使い切ることが大切です。余った農薬を家庭ごみ
　で出すことはできません。自分の栽培する面積に合わせ、適切な容量のものを
　選びましょう。プランターや庭、狭い面積で栽培している方は、スプレータイプ
　や分包タイプの農薬がおすすめです。
５．農薬散布時の注意点
　(1)必ず農薬ラベルの記載事項を守って、散布を行ってください。
　(2)散布は日中を避け、朝夕の涼しい時間帯で、風のない日に行いましょう。
　(3)雨が降った後や雨が降る前の農薬散布は効果が低下するおそれがあるので、
　　 避けましょう。
　(4)葉裏に十分にかかるように散布してください。まわりの作物へのドリフト（農薬がかかってしまうこと）  
　　 に注意しましょう。
　(5)散布時は手袋やマスクなどを着用して、体に農薬がかからないようにしてください。散布をしたあとは、 
　　 防除器具を洗うとともに、手足、顔などをせっけんでよく洗い、うがいを行いましょう。

　農薬を購入する時や散布する時、どうしたらいいだろうかと迷うことはありませんか。今
回は、農薬選びのポイントと使う際の注意点を紹介します。

西多摩農業改良普及センターからのお知らせ
～農作業時の熱中症対策を徹底しましょう～

主事　岡村　亮主事　岡村　亮
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